
針葉樹稚苗の立枯病防除に関する研究(第 I 報)

特に木酷液の効力について
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筆者ら t土終戦後各所の白畑で，針策樹稚苗の立枯病防除試験を行ってきた11)13)]4 )1;) )18)21)ο すなわち，ヌド

ji~がおも lこ土壌によって感染することに注目し，最も簡易かつ経済的な土壌消百一に重点をおいた薬剤の効

力比較試験を主体とし，またこれらに関連した薬害および苗木の生長関係をしらべ，さらに七援の酸度の

影響などについても試験を行ったのでとりあえずその一部を報告する。

本試験を行うにあたって終始懇篤なる御指導を賜わった今関保護部長，また調査ならびに本線取まとめ

に尽力された寺下隆喜代，峰尾一彦，峰尾春吉，伊藤春代技官等に感謝するつ木附i夜の入手には当場木炭

研究室の岸本，杉浦jil;j技官，供試立枯病菌には京Lt谷技官に格別なる配意を煩わしたつなお， 11111場試験施行

には東京，長野，前橋各}f林局著ーならびに栃木県庁等に多大の御支援と御協力を願った。ここに関係各は

に対し深甚なる感謝の意を表する。

2 供試薬剤

薬剤の効力比較試験に川いたHi類は，いままでの予備試験によって選んだ水銀製剤と硫峻ならびに木附

液の 3 種であるの

3 木酷液を立枯病防除に着目した動機

戦時中わが国各地で松根油の採集が行われ，この副産物としての木柿液は莫大な呈に上っていたo ~/ill与

肝原l土木間液の利用について各穐の試験を行ったが日叩7九 終戦後となって，かかる林業独伺のしかも生

産容易な未利用資源のi古川が念頭から去らず，特に本j皮の成分から推して，諸外国で実施されている土壌

病吉防除としての硫酸による立枯病問除に着目し，資源的にも，また林業的にも一石二，(うをmう意味で本

液の農薬方Tfliへの進山をWJ待し，硫酸に代わる酸液として，林業苗畑の立枯病|切除に，その効果のほどを

試みんとしたものであるの

4 試験の経過

Il(j和 21 平に木曽他方干rJ'宝村、野局を煩わし，同日山間苗畑で本淡を使用したのがほ初である。その後一

時キ断したが， 24'ífー皮再出発し，林試浅川分室近接の東京営林署平代山首畑で，ヒノキ品種床にJ{施した。

その当 JI:Jはいわゆる予備試験程度で試験l也もきわめて小さかったが，しだいに幼果を認めるようになった

ので， il百和 27 '1今度より，長野営林署の柏原苗畑および東京営林局直営の石I~古畑で本格的試験を行うよう

にした。商来雨前畑で継続試験を行うと同時に， 28年度新Tこに?'~支川分室の元八王子IYi畑では，接間試験を

(1) 保護部W!府l'l附病研究室長 (2) 保護部樹1PJ科樹病研究c;，: r辻
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カuえ，供用樹閣も従米のカラマツ以外にスギ，アカマツ，ヒノキをあわせて行った。さらに 29 年度は栃

木県庁， 30年度は前橋営林局の富岡，中之条，矢板の 3 営林署および石川，岐阜，長野の 3 県，また当場

の各支分場にもいっせいに実地の応用試験を依頼した。本年も引きつづき試験中の個所もあり，一方実験

室ではこれに併行して，木川ll液がなぜ楽ダ]を示すか，23〉またー，二の例ではあるが，効果のK~，められない恥l

所の原因を目下掘下げて試験を続行中であるつこれらの結果はすでに 31 年春季ωおよび秋季の休学会大

首~ 1 表試 E食 苗
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第 2表各稀薬芥11 の効力比較試験成議

Comparative experiments on the effect of various soil 

seedlings at Kashiwabara nursery, in 1952. 

種 空兵
発芽本数

目量 lhmber| Total 

Chemicals Amount germoinf ation 8 /\司 14 f ¥1 

l 木 酪 di液夜 σ 5 
8. ちネ*

Pyrolign巴ous acid (l : 5) 1288 3.5** 5.3キ*

2 |硫Su 酸 (150(制) 10.5 16.0 
lphuric acid (l: 150) 1288 10.3 15.7本

3 l 水銀製剤 A (8∞ 20.0 33.8 
Uspu1un (1 : 800) 800 15.3 26.8 

4 準 。 15.5 28.5 
Contro1 868 12.8 23.5 

備 考1. 穂子の産地，松本営林署，発芽率21. 6労，播種量18.5gfm2 ， 播種月日 5 丹 6 日，種子の消
毒，セレサンを種子重量の 296塗抹，苗畑原土の pH 5.4. 

2. 薬剤散布 4 月 28 日。

3. 発病欄の数字は調査区内の発病率の累計を示し，上段は当初の消毒のみ，下段はさらに発病
期にウスプノレシの 800 倍液を 5 回散布せるものとす(ワスプノレンの散布月日 6.8 ， 6.13， 6.22 ，
7.7, 8.26) 

4. 料は標準との聞に 1 ~ふ*は同様 5 %の危険率でそれぞれ差の有意性を認むるむのと
す。(以下同じ)



針葉樹稚苗の立松[病防除に|対する研究 (第 I 報) (野原・同盟n 107 

会に当研究室の !ý下，陳野J ，hj:!交官等によってその一部を報告した。

5 試験地の概況

本報で、報(17せんとする商畑f;J:.，柏原ほか 4 カ jiJiの ]'i'í畑で，これらの苗畑の概況を便主i: とりまとめると第

1 表のとおりである。

畑 � 概 ;兄

of tested nurseries. 

昭和

開設年度|撚 傾 摘 要ー

明治 Jt.: 3 - 60 

北方に黒姫山国街**を背にして北東に面した緩傾斜地w
質壌土火山灰質で地下水が高く過湿地l沫肥沃，気候は 11
本海の影響をうけ空中湿気が高く積雪も丈余に達する。

昭和 平担地|土J1!i ìt.淡黒色軽伝でやや酸性をおび比較的乾燥しやすい

明治 36 

|一一一一方に一凶二1二地である。

|土一酸ーた耕一一ìWV'}<LLI
灰質の土壌である。

l 土珂瑚郎壌胎恥…Vは主
り乾燥地O

(昭和 27 年度，於柏原苗畑，樹種，カラマツ)

treatments for the contr01 of damping off of Larix KaemρfeTi 

発病 1半ng percentage of diseased seed1ings from the beginn 

20 /羽 26 /v ラ/\宜 16 / ¥ll 1 / vJll 13 / vJll 27 / ¥ill 

15.0本 16.0 17.8 
5.3** 6.3** 6.8ホネ 7.3** 8.0キ* 8.3** I 8.8** 

21. 0 24.0 28.0 30.0 雪0.5 31. 8 31. 8 
17.3水 18.8" 20.8 22.0 22.3 23.1 23.8 

37.3 39.3 41. 3 43.0 43.3 44.5 45.3 
28.0 32.8 33.5 35.0 36.8 37.6 38.0 

32.3 34.0 36.5 38.3 39.3 40.0 40.5 
25.0 27.3 28.3 29.5 29.8 30.4 30.5 

Remarks: Se巴ds were sterilized by the ceresan dust and sown 18.5g per 1112 on May 6th. 

The germinating percentage was 21. 6%. The original pH of the soil was 5.4. The 

upper of each c01umn is the results of the tests p10ts where the soil was treated 

with chemicals on1y at the beginning , and the 10wer row is the result of the test 
p10ts were the uspulun so1ution (1: 800) was additionally sprayed five times when 

the damping off occurred severe1y. 

件， Significant at 1 % level，ぺ Significant at 5 % level. 
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6 苗畑試験の方法

本試験は， 各Wi州H ともラテンプj1的えによって行い 4 ブロック 16 プロ y トとしたη1 プロックは10-

20m" で， j需持wおよびこれら延世i管Jlj!の一般は各首j帰1Iの事業に準じて行った、 ì~川分室元八王子育I畑で

は，本閣の法科試験を方日Iq，したが，その11~のï'i'附nはし、ずれも 1'1然発病をもとにして試験を行った。

業芥1]の散イliは，特別の試験以外はつねに陥純日より 7 -10 日Tì íjに行った3 散{ti註は前畑土壌のpHを5.0・

に判1RZするに必切な対としたη したがって 1J1':!. 、11 りの薬剤の散布 l止は各 ]'I'î畑山こよって一定していない内

調査方法は，各薬剤l玄ごとに 0.25 11l" の調査|又 2 カ )9;:を設定し，各調査区について発病の多L 、 6 月半ば

までは 311 日ごとに，その後は 7 [1 目ごとに，附'ι 虫'L1f，そのほかの~I!}に肉 Illi的に 3 区分し，それぞれ

の被;号本数を数え，最後に各薬剤ごとにとりまとめ，発'lr総本数に対する HDll1キを求め，さらに検定を行

って供試茶剤r，\]の効以の悦劣を.l:t>!唆したの

7 試験成績

I 園場試験

A. 各Hn!M'iI ]の効力11; '1攻試験

f1iJ和 27 年度柏原苗畑で行った成績を示すと';f\ 2 表のとおりである (Plate 1 参nm 。

まず木町lll液iìiJ lJ !Rの fj文献を検討しても i リj らかなように， 3Niの薬剤のなかでは，本内111i皮が lJ;~ もすぐれ，

6)] 8 日より， 7 月 3 日までは，標準区との川に危険率 1%で老の有志'1' 1:を示し，雨後 8 月 1 日までは若

干約束が減退したが，それでも危険率 5%で差の有意↑'1:を保ったのである。硫隈|支では，様準に対しキ13 主主

，l1)t JI!，[率は低いが，検定の結果では，差の有意、'1'1ーが認められなかったっつぎに7j( ÞH製剤]Aでは標準区よりも

むしろ大なる罷病率を示したゥ

つぎに水銀製剤Aイガー JIJ区は -11:k終調'fr:すなわち 8 JJ 27 11 にでっても，木内I'iìf主 lさは際司，1;とのIi \Hこ 1%のI

千3J2;性をもちつづけ，硫唆散布l三も 6 月 14 1-1以降 6 JJ 26 11 まで標準に均し， 596の有意't'Eを示した。

ヰ;去によると，各F恥月j行11 1i \Jでは，木川'(Ìf主が~!Q.{;:な茶封jを示し，さらにノ'KíM'~~芥IIA を{)j:川したJ坊合は ， I:)j 

r.Î，完D果をいっそう尚めることが切らかである勺

つまに砧前畑での!求刑tL をSí~ 3 表に示すラ

!X~ 3 表 各机楽斉1]の完D :JJ比較試験!呉市N (11行平日 27 イ1 ・!芝，於lil'í[lÎ畑，樹稀，カラマツ)

Experiments similar to the former , at Kinuta nursery , in 1952, Larix Kaenzρferi. 

千件号 fi[( 犯l

No. 1 Chemicals 

1 I 水附液 (5 Wì皮)
|Pyroli耳neous acid (1: 5) 

2 I 硫 酸( 200 伯液)
!Sulphuric acid (l: 200) 

3 I 水銀製剤A (800 佑液)
|Uspulun (l : 800) 

4 1 標準
Control 

施川抗 I '1T、Oω凶al pJALeIn仰1此巾t句a耳伊e ぱJ1出s巴部吋ぷ55hin耶g伊s from 

AmOl叩u叶1口I

|;1.γ引/ 3.6*/ 5 ↑キ*/ 5.9*/ 6.5ず*1 7 ラ 1 8.0 1 9.0 112.0 

|6.41 4 司 5. 7本/ 6 ♂6*/ 7.3よ*1 7.91 8.91 9.5/12.9 

13.21 6.1 1 7.61 8.81 9.6110.6111.4/12.0114.6 

1 0 1 7.0 1 8.51 9.5 110.5 111. 1 112.4113.2 116.6 

'Ùl 日 々。1. 郁子の産地，沼津営林署，発芽率 19.0 %, j酎重量 100 %gj11l", j番組月日 4 月 22 日，

種子の消毒セレサンを種子重量の 25ぢ塗抹，苗畑原土のpH 5.4. 

2. 薬剤散布 4 月 12 日。

3. 発病率欄の数字は調査区内の発病率の累計を示す(以 FI司じ)
Remarks: Seeds were sterilized by the ceresan dust and sown 100 g per 1112 on April 22nd. 

The germinating percentage was 19%. The original pH of the soil was 5.4. 
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No. 

主 1- 京悩?佐苗のSf.村i病|均除に関する研究 (司日報) (型j-)Jj(. ~~iW) -109-

気~ 4 衣 f仲良薬斉1]の効力比較試験成績(1111和28Q'-1支，於j亡八主 hJMlIl， ~.封凡スギ)

稀

Experiment similar to the former , at Motohachiδji nursery , in 1953. 

潟

Chemicals 

Cryρtomeria jαρollica. 

悩 HJ +rt
Amount 

l l 発病ド発:!J' -*二数 Total percentage of diseased seedl・
Number � in再s from the beginnin宮
germination I 71 P 3/ 1191 1251 1 1リ 1 1 う1 1291 118/ 

ハ11 ハ引ハ'11 ハヲ|ハ ll! ハ 111 I¥rrl 1¥1ll 

1 1 木円1'1: if_支( 5 1ii ì夜)
1 Pyroli耳neous acid (l : 5) 

1 w| 川|ベベ料|吋料l 州特|料
8.0 1 2.688 1 3.61 431591 6. 9i 8.4i 9611021106 

2 I 

3 1 

4 1 

硫 l喰 (200 f市iそ)
Sulphuric acid 

7]<.Jw~níl]A (800ff;ìi~) 
Uspulun 

将兵
Control 

11|*|*|*|*| キ* * * 
802, 451 :12.511721叶21.9123 . 8i24. y5. ?9. 4 

l i ilI11114  
32 1 山8 118.3;Z4 相0.3133 . 3136. 3:38. 7138.9j3ヲ 4

o 2, 294 [24. ゅ.払.3|見 91丸 4140. 日0.440.8
l 

ljiîl~ l司 d 1. 

2. 

机 fーの店 j也，水戸件休z汗，発c!1三本 13.4:'6 ， jffi 陥没 37.0gl m" , J市陪 H 口，

村 (U) ìI'í，l; ，セレサンを柿 (rþ~被の 2%塗f~ ， I'j'î畑原!:の pH 5.2. 

4 JJ 2li:L 

i ， i，j}}íll:NJ計'í( ， Rlzizoct OllÌαsp. を 4 H1011 にJ主将 (ν ャーレ -411Ii\] l;IHをのもの 6 枚/10

1Jl'2， 水 201 に稀釈散布)

3. ~J'íl] 散布， 4 !，jl3 日

Remarks: Seeds were sterilized by the cerεsan dust and sown 37 g per 1Il~ on April 21st. 

The germinating p巴rιentag巴 was 13.496 The original pH of the soil was 5.2 

The seed bed was inoculated with Rlzizoctoni a sp. befor己 sowin耳.

::1¥ 51と 各極薬剤の効)J比較試験成績

(昭和28 ij'-J笠，於Jê八玉-Hlî畑，樹陣，アカマヅ)

Experim巴nt similar to the former , at Motohachiδji nursery, in 1953. Pinus dellsiflora. 

一「一一一一一一 一一一~，----発芳平長| 先 約 三十;

自子号

No. 

'fi~ h� 施川 l立 INur曲erl Total percel1tage of diseased seedings 
1 of 1 from the beginning 

fZ0・出品~ \引ザvlihi 川11h|引2111111E1111H| 刊 ih
j 木間液叩)13H221 FP22| 料|林|門官川町料料|材|**
m lig … M d ( l : 5 ) l O | 3 川 1 8. 2 1ヤ山円門9口汁吋31干11 1. 81円l乃川吋3.8吋8「1 14 . 4 1 1ヤ円円|fド戸円門l巧日円円5口「叩叩叩5可?千山引円l「戸川門門門l凶削川川叩6ω汁叫叩中01 1ヤ竹門1 Iド円門lげ川叶7川7.01い|

Chemicals 

| 
硫 隈 川ω 1 8.0 1 之川山B飢810ωo 1 6~点品川:自払恥M|hhばl円ι5♂戎矧品即?立羽引仙z副乱針川117げlげ日7f?引附州却ぷ川淵了汗河?判Iz巾汗制M|bh以凶山2おd必3t沿j九5山h?立矧h刊5到わhM1μ凶司2釘d5♂?Sulphuric acid (l: 20∞0)1 v.V 1 ~'V'V 1 v'T/'T"Tv, T"T-' T/'T/'T' , vl-"/1 

31 水銀則IA (8叫î~的 "っ! っ nn 1 "， *!I目 。["Q ,J'4 J'R "I<;Q 7 1ぷ 1 nb 41"，つ円I h? 41 h? 
|Uspulun (l : 8∞) 1 /. - 1

円』十 V

1 
v. r" T" T" rv ，

γ一「 γγVI
V_. '1 V_ 

4| 標 C叩 準
1 

0 
1 

2 ， 85印叶咋01小|い9川Oωベ9イ十十|卜卜5臼吋2. 7ベ7イ715卜ト5汚引5口7判吋 I1ド兇 6判 5臼9.3

備考 1. 

2. 

種子の産地，笠間営林署，発芽率 46.496 ， j番憧量 25g1m" ， 指種月日 4 月 21 日，種

子の消毒，セレサシを種子重量の 2;;ぢ塗抹，苗畑原土の pH 5.2. 

病原菌接種 Rhizoctollia sp. を 4 YJ 10 日に接種 (ν ャーレ- 4 日間培養のもの
6 枚110m2 を水 201 稀釈散布)

3. 薬剤散布 4 月 13 日
Remarks: Seeds were sterilized by the ceresan dust and sown 25 g per 押1 2 on April 

21st. The germinating p巴rc巴ntage was 45.4 96. The original pH of soil 

was 5. 2. The s巴ed bed was inoculated with Rhizociollia sp. before sowing. 
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;;1s:成績では，前の例ほど町村:な差を示さなかったが，二本 I"il'，'被;の Jjx*1tが供試薬剤 '1' 肢もよく， 6 月 9 ICI ま

では他の薬剤よりも有効であった。ただしその後は差の有堂、性が認められなかった。

つぎに元八王子苗畑のスギにつし、て行った成績を第 4表に示す (Plate 2 A-D参照)。

本表は Rhizocionia sp. を接糊して行った成績で，木I~&液散布区は最終調査日である 8 月 18 日まで，

終始標準との間に危険率 1%で差の有意性をもちつづけ，一方硫酸も 5%の有意性が認められたっ水銀製

剤Aは標準区よりも羅病率経少ではあるが，格段な効果とはいえない。

つぎに同苗畑で同様な処置で行ったアカマツについて得た成績を?l1 5 表に示す (Plate 2 E-H参照)。

この成績では木酷液と硫酸散布区は， ともに最終調査日まで標準とのl叶に危険率 1 労で差の有意性が認

められ，検定の結果からは反別できないよい成績を示したが，政終調査1I!fにおける両薬剤区間の擢病率を

比較すると，硫酸は 2596 ，木円!?液は 18% であることから，木円!日夜l支の方がさらによい傾向を示す。 71<

銀製剤A散布区も， 5 月 24 円より 6 Jj 2 日までの 3 回の，v，\j査では，様準よりいくぶん寵病率小であった

が，その後はむしろ標準よりも劣る結果となっている。

つぎに同苗畑で 29 年度同様な試験をヒノキについて行った。この成績を示すと第 6 表のとおりである

(Plate 3A-D参照)。

番号 種

No. 

第 6 表 各種薬剤の効)J比較試験!求総

(昭和29年度，於元八王子出畑，樹随，ヒノキ)

Experiment similar to the former , at Motohachi�i nursery, in 1954 

Chamaecy�aris obtusa. 

翼民 発芽本数 l Total ;iLr氏c凹削ta叩宮伊e J27hhd引ise問巴出凶 J立ふ;Led姐叫d但叩li出in
Number I f rom t出h巴 be 宮凶innin胃

Chemicals Amoun午rmzdonlh!?州市i17h|21h|31h|1111|判lX427」

1 1 
木酷液 (5 f前夜)

I Pyroligneous acid (1: 5) 
8.0 1 2, 332 1 '5.21 6.41 7.41 8.31 8.61 9.0112.3114.8118.3120.2 iM 7H1**[ 料|材|料|料|材|刊本|

硫酸 (200倍液)
Su厓hurie acid (1 : 200) I 8. 0 I 1, 928 I 料|ネ1 17.;118.71 19.;120.ôl 制 4124. 3/8.0 1 1, 928 1ド13.8116.911門7.5118.71川19.5120.0122. 11ロ23.4124.312ぢ.4

水銀製剤IJA (800}!"i�n 
Uspulun (1: 臼00)

l 
3.2 I 1 “ 4 1ド22 判苅川4十|卜ト3匁2村4口ベ71村|

備考

楳

1. 

2. 

Control | o I 1 問 |トトド川門勾引叶吋吋3幻ベ十7イ十←l卜い3犯O…5 判灯川叶吋Oイ01 3卜川川3努引叶叫吋ヲMベ十6イ十十l卜ト4引l 十十判刊6ωベ十11十|ト46.6
種子の産I地血，笠Ii川i日川\J営泣林署，発芽率 29.2% ， f制卓出:25. Og/m九播極月日， 4 月 21 日，
種子の消毒"セレサシを種子重量の 2%塗抹， j]'i畑原土の pH 5.2. 

病原菌接種， Rhizoctonia sp. を 4 月 2 I':lに改種(試験管 1 週InH的存のもの 10本/101が
を水 201 に稀釈散布)

3. 薬剤散布 4 月 14 日
Remarks: Seeds were steriliz巴d by th巴 ceresan dust and sown 25 g per m" on April 2nd. 

1'h巴 germinating percentage was 29.2%. 1'he original pH of soil was 5.2. 

1'he seed bed was inoculated with Rhizocionia sp. before sowing. 

本結果によると，木酷液散布区は初["1の調査の 6 月 3 日から 7 月 14 11 まで様 Mfーとの問に 1%の差の有

志ヤ1:を保ち， 7 月 28 日の調査では 5%の有志、't'l:が認められた。しかるに硫般散布院は， 6 月 3 日のみ 1

%'その後 7 月 28 日までは 5%の有 ;û:flーを示したのである。一方水銀製剤A ばでは，標準との聞に何ら

みるべき効果が認められなかった。
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また最終の-1'1(;府之容を比較しても，木酷液はわずか 20.2% にとどまっているが，硫酸散布区は 25.4 ;;ぢ

水銀製剤A散布区では， 41. 4%を示し，標準区は故も発病し，その擢病率 45.4% であった

さらに矢板営林署の東原苗畑でカラマツについて行った成績を示すと第 7 表のとおりである勺

第 7 表 各種薬剤の効力比較試験成績

(昭和 29 年度，於東原苗畑，樹種，カラマツ)

Experiment similar to the former , at Higashibara nursery, in 1954. Larix Kaemρferi. 

番号 干電
発芽本数I 発 病 率

類 |施用量 INumber[ !otal pen_:en~ag，? of diseased seedlings 
of 1 from the beginning 

f詰z0小- 1悶岱2町-1 1判1九制h制山]1門l7引;凡川νh制ぱ仙]2門2可判jhμ\'1 1円|門今叩叩\'11仙7九訓\]1ωU|ド門巾l行市?首訓刈h旬川ω[]I川]1
l )Jl 川 川州|*|||1||1|l|木附液( 5 惰液)|16012， 956| し 812.012.2|2.312.112751275lfZ1f51275lfTPyroligneous acid (l: 5) 1 >V. V 1 ~， /~v 1 ,. vl ~. vl ~. ~I ~. ~I ~. ~I ~. ~I ~. /1 ~. vl ~. /1 ~. /1 

2 1 硫 酸(却倍液) 1 っ。|っ oにつ |1*寺 1 1 勺1 1 叩 1哨 1*き 1 1 切っ*えl っ吋っ*引っ勺!っ
| Sulphuric acid (l: 20) 1 ム U I ..:..， Uノム 1 ,. '1 '・ Ui J., ul l ・ノ l ム・ '1 ,. /1 ~. vl ~. � ~. ~I 白 '1 ~ 

31 水銀製剤JA (8∞倍液) 1 Q っ| っ ιA 1 c 01 ワ勺 1 7 QI 7 AI ヮ ζ| ママ1 7 Q! ゥ 81 8.31 8.41 ロ
|Uspulun (l : 800) 1 ~白 1 ~， V~τ|υ/1 '什，. /1 ,. � ,. vl ,., 1 ,. vl ,. vl v. ~I v. � V 

41 標 Control 準 1 0 1 2 ， 93817.117.417.918 ヤ判 9什1 1. 1111. 2111. 9 

備考 1. 種子の産地，長野営林局，発芽率 17.0 %，播種量 45. Og/m 2, j荏械月日 4 月 26 日，種

子の消毒，セレサシを種子重量の 2;;ぢ塗抹，苗畑原土の pH 6.2. 

2. 薬剤散命 4 月 16 日

No. Chemicals 

Remarks: S巴eds were sterilized by th巴 cer巴san dust and sown 45 g per 1112 on April 26th. 

The germination percentage was 17.0%. The original pH of soil was 6.2. 

本表で明らかなように，木酷液と硫酸

散布区とは，終始際準との間に 1%の有

意性をもちつづけたり本結果の最終擢病

率から見れば硫酸が木門店液区に比してい

くぶん小であるが，生産苗を比較すると

硫酸区では楽害が著しかったためか，得

苗本数が減り，し泊、も 1白木の質が不良で

あった。栃木県々営瑞穂苗畑で昭和29年

度スギについて行った成績を示すと第 1

図のとおりであるつ

この試験の結果はやや不規則であるが

木附液散布区の最終調査11与の擁病率は

16.3タム硫酸区は18.2%，水銀製剤A 区

は3496 という大きな被害をみた。しか

し，標準区は水銀製剤JA 散布区よりもむ

しろ低率の不規則な擢病率を示した。

これらの検定の結果では，木目11液散布

区は制査期間中終始有意性を保持しなか
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備考 1. 穣子の産地，栃木県上都負郡粕尾村，発芽率25.096 ，
揺極量 25g/肌2，播種月日 4 月 2 日，種子消毒，セレサ

ンを穂子重量の 296塗抹， ï'B知1原土のpH 5.4. 

2. 薬剤散布 3 月 21 日，
Remarks: The seeds were sterilized by ceresan dust and 

sown 25g p巴r m2 on April 2nd. germination perｭ

centage was 25% , The original pH of the soil 

was 5.4. 

第 1 図 各種薬剤の効力比較試験
(昭和 29 ij二度， l出1忠商畑，樹樟，スギ)

Fig. 1 Comparative experiments on the effect of various 

soil treatments for the control of damping off of 

Cryptomeria j，αρonica seedlings (1954 , at Mizuho 

nursery. ) 
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ったが， 5 JJ 31 1-1と 6 月 18 11 , 25 H は傑準とのII\Jに対し， 5%の有，d:'lil ，カ~~，f{，められた勺

。情

つぎに昭和 30 年度ケヤキについて行った試験結果を参考として第 8 表に示す (Plate 3 E-H参照)ラ

，X~ 8}之ケヤキ立北Ij )ijJ防除試験

Controlling results of damping-off dis巴旦ses of Zelkova serratα MAKINO , in 1955. 

者号
No. 

2 

3 

4 

楽 斉1] Q) やR 瀬 I Ifúi 川沿|発芽本数
Ch巴micals |Amount I Number of germination 

水附液( 5 f制)| BUM1 150 
Pyroligneous acid (1: 5 ) I v. V I 

硫 円I'i (200(削わ I 8.0 I 
Sulphuric acid ( 1 : 20) u. U I 78 

ウスプルン (8∞i市夜) I 3.2 
Uspulun (1 : 800) 1 /. ~ 

67 

準 I 0 I rz 
Control 71 

~ 1. 服子の産地，東京，発芽率30~ぢ， J百HJ\単25g1川"， j'番問月日 4 Jj 22 日，稀 h肖存，セレサンを

f<[Cf重坑の 2%塗抹，白州Il/J;tニヒの pH 5.2. 

2. 病原菌 j安様 Rhyzoclonia sp. を 4 月 5 日に後問(ν ャーレ- 4 l' 川上fi FEのもの 10枚110m"

を水 201 に干希釈散布) 3. 薬剤散布 4 Jj15 日

Remarks: 1) Germination percentage of s巴巴d in petri dish was 30. Dowsage of seed at sowｭ

ing was 25g per square meter. Sowing date; April 22th, Seed was treate::l with 

ceresan prior to sowing (as 2労 by weight) pH of soil at old itseJf was 5.2. 

2) Rhyzoctollia sp. was inoculated at the 5th day of April , 
3) Pouring date of Pyoligneous acid; April 15th. 

'Xi 2 阿木内I'fi夜の j段 i芝 3 'J効力比較試験
(1沼和2851二度，元八王子面白畑，樹Ni，カラマツ)

Fig.2 Results of relative test on the effect of pyroligneｭ
ous acid at various concentrations for the control of damping 
off of Lαrix seedlings , (1953 at 乱1otohachiõji nursery). 
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本試験は，ほかの試験と同様の }j法

で行った試験結果であるが，とくに異

なる点l土，稚白発生後の発病がほと

んど認められなかったが，3fr芽iこ著し

い差異を生じたのである勺このことは

いわゆる地'1'腐敗型による被害が顕著

にあらわれたものと解する。すなわち

木附液散イlî区における稚苗の発生本数

はm'!. 当り 150;本で，硫酸区が78本，水銀

製剤A 散仰区は67本，標準区71本であ

り，発芽本数に著しい差異を示した3

本結果からケヤキにおいても針葉樹

備考1.種子の産地，松本営林署，発芽率20.0% ， j番穫量 25.0 glm2 , 苗と同様，木酷j夜散布区が良好な成積
播種月日 4 月 21 日，稀4子消毒，セレナシを種子重祉の 2%
塗抹，苗畑原土のpH 5.2. を示すことがわかる。

2. 病原菌接種 ， Rhizoclonia sp. (4 月 11 日).

3. 薬剤散布 4 月 14 日 B 才酷液の濃度別効力比較試験
Remarks: The seeds were sterilized by ceresan dust and L'.、

sown25g perm2on April 21st.germination PET-

centage was 20.0ヲl6. The original pH of the soi1 以上の試験により，木酷液の有効性
was 5.2. The seed bed was inoculated with Rhizoc-
toni a before sowing. がみとめられたので，その最適使用濃



針広州稚苗の立枯病防除に関する研究 (第 I 報) (野原・隙野) -113 ー

巳;Eを知るために， II(j 平U 28 年度元八王 f曲・畑でカラマツを川い，ネ:ì夜の}Jj~波 5 , 10, 201~'Îおよび際準(無散

1tj)区の 5 区について比較試験を行つtc.. o この成績は ;X~ 2 t文lに 7Jミすとおりである (Plate 4 E-J参]\(1)。

この成績によると ， }J;(ì成区が蚊も成績がよく，故終 8 月 24 日の調査で， 1程 J，有率 22.5?6 :-=.とどまって

いるのに対して， 5 , 101Î; と稀釈するのにしたがって罷病率はしだいに増加する傾向が烹められ， 201汗ば

では標準区の催病率 75% に対し，約 7096 を示し，ほとんど差がなかった。

検定の結果によると， t~~ì皮区は 6 月中旬まで標準区に対し 5%，その後 7 月 'I~/I司までは 1 ?oのをの有意

性を示したc また 51ì" il乏では， 6 月上旬まで 576の有意引を示したが，その後~':t~}~，められず， 10, 20伯区

では終始合一意、性がf点められなかった。

29年度|司じiJ'i畑で行った結取を示すと，考19 表のとおりであるの

ヨ19 衣 i段fiE別木円itj夜の完)j:JJ比較試験jj)i:fi{

(l lij 和 29 年度，於元八王子苗畑，樹陣，カラマツ)

Results of relative test on the effect of pyroIigneous acide at various 

concentrations for the controI of damping off of Lαrix seedlings. 

(1954 , at 乱1otohachiöji nursery) 

l十| 原 M蜘伽附…O凶凶仙叩tl仙伽山h加叩叩1町町引er Ii日iq附 i波皮 ¥ 8ど!γrr門三"1 1, 14~1l"判ιJρ1小"1ト[卜1.1 1卜1. 5イ十|卜1. 7イ十l卜1. 9イ十い什卜い川lωべ9イ|卜2.01卜2.21い2.41卜2 い
221 2.5ヘ1 ? 2 5 j波皮 1 8.0 ¥ 1 ， 2お280印o 1卜l イ十いlけ9い 2.81卜2.81い2.913.31 3日→9イ1 4 . 3 1

_31__:~l ? 5 液叶1 8O川1 1 ， 2却臼 |十1. 31ド2.31ド2.51ド2 什 2.91 2 . 9ドベ 5.5
4 標山I 準 1 0 I 1, 236 12. 71 3 叶 4.0/4.11 小川 5.81 6 . 3

備考 1. 裕子の産地，松本営林署，発芽卒 39.5% ， J雷同士rL 15.0 glm" , j番待月日， 4}j 21 11 , 
干，[i C[-の ìl'í 存，セレサンをやE子重量の 2%塗抹，苗畑原土の pH 5.2. 

2. 病原 I 'fHt' H( Fusm・ium sp. を 4 月 2 日に接待 (試験行 1 週 11日取伐のもの 10本110m2

を水 201 に稀釈散布)

3. 楽剤散布， 4 月 14 L1 

4. 木内I'ìì夜の円lf西空含量約 5%

Remarks: The seeds were sterilized by ceresan dust and sown 15 g per m" on ApriI 

21st. The germination percentage was 39. 5~ぢ The originaI pH of the soiI 

was 5.2. The seed bed was inoculatd with Fusarium sp. b巴fore sowing. 

この年は，全般的に発病が少なかったので，各区間に顕著な差はあらわれなかったが，最終調査時の権

病率は，原液区 2.9% ， 2.5 1吉区 4.5% ， 5 倍区 5.5%，標準区 6.3%で原液区ほど罷病率が低い傾向は

示されているつ

つまに同年度柏原tJ可畑で行った結果を示すと第 10 表のとおりである。

本結果はやや不規則であるが，全般的傾向としては，原液区が最も罷病率が低い。
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第 10 表濃度別木円lt液の幼jJ比較試験成tfi

(昭和 29 年度，於柏原苗畑，樹極，カラマツ)

Results of r巴lative test on the effect of pyroligneous acid at various concentｭ

rations for the control of darnping off of Larix seedlings. 

(1954. at Kashiwabara nursery) 

番号I ì践

N 0.1 concentration 

(Mother Iiquor) 
8.0 l 引 2.1[4.5[7 什 9.7[10.3[10.9[1 1. 1[13. +5. S. 

(台
1.374 15.119.2[15.1118.3\20.+0.9[21 十 l 判

5.0 1.424 14川4.11 17 十川2判24.8\26.7

Control 
。 1.520 卜い[12 判16. 8[17. 5[18. 2[18. 2[20. 5123. 7 

備考 1. 種子の産地，松本営林署，発芽率. 30% 描限量. 37.5g/m" 播種月日. 5 月 10 日，

種子の消毒，セレサシを棒子重量の 2% 塗抹，首畑原土の pH 5.4. 

2. 薬剤散布. 4 月 20 日

3. 木酪液の問機含量，約 596

Remarks: The seecls were sterilizecl by ceresan clust ancl sown 37.5g per m2 on May 

10th. The germination percentage was 30 %. The original pH of soil was 

5.4. 

つぎに昭和 30 年度東原苗畑で，カラマツにつし、て行った成績を第 11 表に示すっ

第 11 表に示すごとく段終調査時の限病率は，原液区では 4.0%. 2.5 倍区は12.4%. 5 f吉区は16.3%

際準区は 34.3% で濃度差により格段な差異をあらわした〉

C. 木陥i夜施用による苗木の生長調査

木目昔;皮の濃度試験中に観察したところによると，散布j夜の濃厚なほど苗木の生長がよく， !裂の色も 6 月

末から 7 月ごろの観察では，濃緑色を'Iffびあたかも施肥を行ったと同様な現象を呈したので，昭和 28.29

年度元八王子苗畑ほか 3 白畑について世i木の生長調査を行った。この成績を第 12 表に示す。

本表によれば，上長生長も重量生長も大体において木酷液散布区が良好である。しかし，各三式験区間の

最終生立本数に大きな差があるため，この成績は大体の傾向を示すにすぎない。この点についてはさらに

試験を続行中である。

D. 木酷i夜施用が雑草の発生に及ぼす影響

昭和 28 年度元八王子白畑で行った試験の調査中，木酷液散布区に雑草の発生が少ないことを観察した

ので，前後 2 回にわたって雑草の発生状況の調査を試みたO



較試験成絞

(昭和 30 年度，於東原白畑，樹撞，カラマツ)

Results of relative test on the effect of pyroligneous acid at various concentrations for the control of 

damping off of Lω ix seedlings. (1955 , at Higashibara) 

lt }) タj思1]度濃液間昔木第 11 表
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詰告:山l 門 2，引ぺ O汗阿7司.f~ ↑rl 1.31 1.31 1. 4イ1 1. 5イ1 1. 5イ1 1. 5イ1 1. 5イ1 1. 6イ1 1.71 1.71 1.71 1. 7十|卜2.51い2.71い川2幻ベ71 | 
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5. II 5.9イ1 7.5イ1 7.61 7.6イ1 8. II 8.4イ1 8.5イ1 8.81 8.9イ1 9.4112.9114.7115.8116.3 

単 I 0 
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利子のm市セレサンを精子 i11 :止の 25ぢ塗抹，純子の産地，長野営林}，ふ発芽ギ 29.05ぢ
rl'j畑店[:1: pH 5.6. 

楽剤散布， 4}j 14 日

表 '1' の数字t'i調査区 I}.J iD発 flÎ-f率の累計を示す。

** v土 t;j~準のJ[リに 1% *は同様 5%の危険率でそれぞれ差の有一怠，t'i'をおJむるものとす。
水門l町長人前先，千 dí1ifJI宇沢 125 木村 1S}j }f~'化学研究所， f'r 1I1 弥子氏より
木内l'f1ií\ ii長の円111酸含有;止は 5%程度
試験地および覆土問の土壌も同一条件で木酷液を散布したlコ
数環!，純，抗はクローノレピクリンで消毒，使Jl];lli兵もウスプノレンで消毒して使用したn
Germination percentage of seed in petri dish was 29. O. 
Dosage of seed at sowing was 17g per square meter. Sowing date; April 22nd , 1955. 
Seed was treated with ceresan prior to sowing (as 2 % by weight) pH of soil at old itself was 5.6. 
Pourin日 of chemicals; April 14th, 1955 

ペ Significant at 55ぢ level.料， Significant at 1 % level. 
Acetic acid in pyroligneous acid was about 596 by w巴i耳ht.
Each material, used il1 the experiment was sterilized with chloropicrin or uspulun solution , previously. 

Jí落防月日 4 月 22 Iヲj需間最 17glnz 2ヨヲ 1. 
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':f~ 12 表 木附波施)IJによるm木の生長調査

Effect of soil treatments with pyroligneous acid on the growth of seedlings. 

281ドJJt in 19弓3 2ヲ年度 in 1954 

E元'[0八to王haイcー1苗1ið畑ji 柏原w由ab 畑 石~í 1~~ 州11 東 i原b~ 苗畑Kashiwabara 
材. 類 nursery nursery Kinuta nursery 日igashibara nursery 

Chemicals 
長さ (cm) 重さはht) 
Length weig 

長さ (gcmth) ;喧さ (ght) 
Length weig 

iモさn(gcmth) 1E さ (gh) 
Length we!ght 

長さn(gcmt11) 重さ (gh) 
Length weight 

(f上也，o-pヒ--ARl-也ーoー下oヘt Tr地-o-上Jp-R士F山ーoへo下t J也~一仁J士ー山ード、、 1111也-一t人ーi也ー、l、 地~ーヒ_._地ーー下へ iー土ー」ーー地ーー下、 T地rO-上D--LR地-ーoー下0「1 jf也目』上_._ー地ーー、下
Top I~oot Top Root Top Root Top RootiTop Root Top Root 

木昨日原液

10.0 17.2 1.0 o.~ 10.2 Pyroligneous - 1.3 0.6 
(mo伽)acid~îîq~;~'; 

11 2 吋
(1: 2.5) 1.2 0.7110.9 16.5 0.6 0.51 4.6 0.3 

5 附 1 8. 1 17.9 0.8 0.61 (l'~"5ì 1 8.117.90.80.61 9.0 2 0 い 14.7 0.6 0.51 

/lOM141  (î~ ， rîöì 1 7.6 17.6 0.8 0.6 
1 

9.2 13.3 0.4 0.31 

ゾ川 1 8.2 19.3 0.8 0.61 (1~"2öìl 8.2 19.3 0.8 0.6 

S硫ulphu酸ricl| 
0.2 

acid 

水問~IUspulun 
0.3 

梓l ~ 

1 
6.4 19.0 1. 2 0.61 8.8 1. 2 0.71 8.8 12.6 0.4 0.41 4.0 

0.2 Control 

策 1 回の調査は2次第をとり除いてからはじめての除草J~]ìこ，第 2 \，， 1は Irí] じ例j9rの 2 皮自の除草11寺に行っ

たっその成績は~~ 13 表に示す。

すなわち，雑草の発生泣を本数でくらべると，原j皮区 602 本， 2.5{ふ 1 ， 775 木， 10倍区 1 ， 483 本， 20(吉

区 1 ， 733 本に対し，標準区ではじ 971 本であり，原液区では著しく少なカ Iった。雑草の種類としては， ト

キンソワ，カヤツリグサが最も多く，メヒ νノ，，クワクサ，コニジキソウ，カタノミミ，イヌガラ νなどが

これについでいる。

つぎに第 2 回目の調査では，原液区より標準に至るにしたがし、 697本， 976本， 1 ， 030本， 1 ， 046本，襟準

区は 1 ， 145 木と発生の数が多くなってし、る。純類としては，トキンソウ，カヤツリグサ，ヒデリコ，サキ

ゴケ等が多かった。

以上第 13 表によって明らかなように，木酪j夜を散布すると雑草の発生が阻止される傾向がみられたっ

とくに原液区では標準区の約半数にとどまっている。

E. 木酷液の薬害調査

木酷液の種子発芽に及ぼす影響を見るために，第 14 表に示すような試験を行った (plat巴 4 A-E 参照)っ

とれによると，木酷液を播種当日に散布したものは薬害をとくにうけた。発芽本数の調査は播種後約 2

カ月目の最高発芽に達した時に行ったが，標準区のl1l 2 当り 1 ， 235 本に対し，わずか 98 本の発芽を示し
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お 13 表 木内!1i波散手lî と利1 草の発生との関係 (11行和28fl三度，於元八王子1'ú畑，樹柿，カラマツ)

Effect of soil treatments with pyroligneous acid on the emergence of weeds. 

木簡l'i11主散布区 (Pyroligneous acid, 81 Jm") 
襟 主宇ー メIゴ』

雑草の傾類 J}í~ìl先 Mother 5 f青 i夜 10 1{; 液 201??0J) 佼 Control Total 
IIX liquor (1 : 5) (1 : 10) (1 : 2 

Weeds 本数 本数|Num- 重さ Num-重さ M川n口m…‘ 重さ Num- 重さ Num司 重さ N~_ll~lí重さ
ber ofl wei-ber of wei-Iber ofl wei-ber ofl wei司 ber ofl wei-ber ofl wei-
weedsl ght weeds ght Iweedsl ght weedsl ght weeds! ght weedsl ght 

E g 
g 7 

g 
g 6 3g l ク ワクサ 70 4 日 l B 114 98 6 93 456 

Fatolla l'illosa 22 14 55 13 43 B 29 7 12 6 161 48 

ì/ロ乎 Ch白10・ 3 10 19 41 14 4 14 5 2 52 60 
jJodium αIbum 2 2 

ザクロソウ 47 3 47 3 
Mollu日o sfricta 54 54 33 13 45 13 42 20 21 B 195 108 

スベリヒュ 34 16 53 26 42 10 19 4 149 56 
Portula α oleraceα 7 70 11 60 14 26 12 23 4 6 48 185 

ヅメ クサ 31 6 27 3 59 B 39 3 156 18 
SagiJla jaρom・ca 2 3 2 
ノ、 コ へ 7 3 9 5 11 7 7 2 34 17 
:i t ellαγiα media 2 2 3 

ナズナ Caρsella 6 4 25 13 37 21 24 12 8 4 100 54 
BlIrsa-�astoris 14 14 

1 ;l. JJ ラ ì/ R01・iþjJ乱 36 56 67 45 76 44 62 30 78 13 319 188 
日trovirells 18 29 45 19 29 16 32 11 29 13 153 88 

カタパ 、、、 8 53 6 73 5 95 11 100 10 329 33 
Oxalis cor l1iculafα 11 12 19 9 13 6 24 18 13 4 80 49 

コニ、ンキソウ Eu- 2 3 64 3 106 3 94 4 79 1 345 16 
jJhordia lIlaculata 3 6 52 30 41 22 31 口ノ 35 17 162 84 

lサ\l[a ギゴケ
zUS 九ifiquelii 80 66 97 28 76 21 61 18 29 16 343 149 

アゼナ Li l1・
dernia Pyxidaria 94 47 26 23 29 51 37 5 59 7 245 133 

トキンソウ 149 29 525 63 302 41 531 44 781 551 2, 288 232 
Celltiρeda rninima 288 195 221 65 251 70 293 61 387 144 1, 440 535 

ヒメジヨオン 34 5 41 6 25 3 33 5 20 2 153 21 
Erig白 OJl ann百世S 9 9 3 3 B 17 2 ヨ 2 9 24 41 

アキメヒ乙/ノ~ Di gi- 13 5 42 10 36 5 33 7 51 5 175 32 
!ariαi出haιm制包 11 87 11 32 6 11 3 4 ヱ 3 33 137 

メヒ νノ~ Di~/itaria 146 127 246 146 208 71 130 66 130 41 860 451 
sanguinαlis 22 244 37 327 50 717 55 444 50 416 214 2, 148 
ニワホコリ Eragro・ 10 3 10 20 4 
s1i s 叫ulticα世lis 19 84 7 10 7 6 2 、 2 18 23 53 125 

カヤツリグサ 124 66 483 194 403 109 507 121 564 104 2, 081 594 
Cy jJerlls mi C1・oiria 57 422 247 336 271 376 319 377 481 560 1, 375 2, 074 

ヒデリコ Fimbri-
styli s miliαごea 111 68 146 198 102 115 2l 2 361 383 

/ 、ー の {也
5 B 13 9 4 39 
5 10 6 4 21 46 

602 318 1, 775 570 1, 483 360 1, 733 345 1, 971 256 7, 564 1, 849 
697 1, 360 976 1,047 1, 030 1, 569 1, 046 1, 122 1, 145 125 4, 894 6, 354 

制 査 u交数字は 28 年 6 TJ 15-16 日， 卜一段は|己J 7 !J 29-30 日とすっ

IfLi 積各区とも 6m"
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第 14 表木田il液の散布時lYl と発芽との関係

Effect of pouring time on the germination of 

seedlings with pyroligneous acid. (in 1955) 

号官2| 散 P白品dヰzi In正1培JJgピJ|1μi
'ö一一一… i番種電 45 g/m" 播種月日， 4 月 22 日

l 橋和 5 日 L|5 days prior to sow 
5iZl 

押包2 

1, 228 種子の消7号，セレサシを種子重量主の 2

%塗抹，箇畑原土の pH 5.2. オご門店j夜

濃度は 5 i前夜とす
213days FFprior 3to s目ow前ing| | 1, 180 

2. 試験方法，ラテンガ格法を探用， (5 

プロック 5 回繰返し 25 プロット)

A day prior to sowing 875* * 5~ぢ有意
料 1%有意、

3. 試験地而積 1 プロット 1 m2 

プロット間歩道 1m
4 I Immediately after 98本*

sowmg 

Control 
11 1, 235 

4. 調査捕間後 2 カ月日までに最高発芽

に達した日とす。

Remarks: 1) Germination percentage of s巴ed in petri dish was 13.6. Dosage of seed 

at sowing was 45 g. per square meter. Sowing date: April 22. 

S巴ed was treated with ceresan prior to sowing (as 2% by weight) pH of soil 

of old itself was 5.2. 

2) Experiment was carried out with Latin squar m巴thod.

*・….. Significant at 5 % level.料…・.. Significant at 1 % level. 

たのみである。しかし 5 日前に散布した区ではほとんど標準と差がなかったりしたがって本液散布に当つ

ては少なくとも播種 5~7 目前に散布を了する必要がある。

F. 木目白j夜施)刊が土壌酸度に及ぼす影響

木Rltj夜による立枯病防除効果が pH の調整そのものによるものか否かを明らかにするために，木目昔液抱

JrJ1去の土壌酸度の変化を継続的に調べた。その結果1'1.第 15 表に示すごとく，

第 15 表 薬剤施用による苗畑土壌の酸度に及ぼす影響(昭和28年度，於元八王子苗畑)

Influence of the soil treatments with pyroligneous acid on th巴 acidity of nurs巴ry soils. 

種類
Chemicals 

薬液の llit I | l J 土壌の pH 同 of the soil 

pH I Amoun作242日目 1 3 日目 1 4 臼目 1 5 日日 1 7 日目 1 14 日目|lh

木苦闘 原h4other liqujo夜r 

目I1α。5 ロ3 

5 {き f夜
(l : 5) 

10 J氏

液長。
( 1 10) 

20 倍液
(l : 20) 

硫 酸 (200倍液) I 
Sulphuric acid (1 : 200) I 
水銀製剤A (800倍液) I 
1J spul un (l: 800) I 
標準|

Control 

tm144|46|-|48152 「 415・ 4i548.0 1 ~4.61 >.V  I I '.v I ~5.41 ~5.61 ~5.6' ~5.6 

8.0 1 5.01 5.2 F三5. 41 5. 4 1 5. 4 1 5.4 1 5. 4 i 5ゴ5.6
8.0 1 5.2 1 5.2 1 - 1 5・ 215三5.lゴ5.615ゴ5.615ゴ5.6
8. 0 I 5. 2 1 5.2 1 - 1υ|己 415ゴ5.615ゴ5.615ゴ5.6

141 8.0 1三.ZI己.21 5. 4 1 5. 4 1 5.4 1 5. 4 1 5.4 1 5ゴ5.6
8.81 口 1 5.4 i 5.415ゴ5・ 615ゴ5.61 5.61 5ゴ5 Jゴ5.6 ラゴ5.6
- 1 - 1 5.4 1 5.4! 5.4 I 5.4 1九 rJゴ5.615ゴ5.6

備考 1. 薬剤散布， 4 月 14 日， 2. 測定法， ARRBENIUS 氏法を用い比色測定，
3. 土1棄の採取位置，地表より深さ 10cm の問より採取， 4. 苗畑原土の pH 5.4-5.6 

Remarks: 1) Pouring date; April 14, 1953 2) pH of soils was evaluated by ARRBENIUS'S 
method. 3) Test soils were col!ected at the depth of 10 cm from soil surface. 
4) pH of soil at old itself was 5.4-5.6 
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土填の pH は， 5 --<-7 日でほぼ原土の値にもどることが確かめられたつしたがって防除幼果It.単に pH

佃によるだけではなく，むしろ木酷液の散布最lこ左右されるようである。

G. 主要立枯病菌の分離試験

種々の立枯病rÆ\i が 11与 J~Iによって，いかなる消長を示すかこの点を明らかlこするために， 伊藤， 小野氏

ら 16)の方法にならい各試験区から 6-8 月のlE毎月 1 回，擢病苗を任意にとり，地際から下 1-2cnzの部

位から菌を分離して同定した。供試苗はヒノキ，カラマヅでいずれも Rhizoctoni a sp. または Fusαrillm

sp. を土壌に接続した，この成績は第 16 表に示すとおりである。

;~~ 16 表 主要病原菌の発現率(昭和29年度，於元八王子白畑)

Percentage of the appearance of causal fungi. 

接細菌の 分離月日
f失 試 分離された薗の種類 Isolated fungi 

樹 f重 種 類 本数
Rhizocio・ Alternα・ Pel1icil-

Isolating Numberof niα 
FlIsarillm 

γta liU11l 
その他

Host 
Fungus 

date for 1 diseased 発B率現本本 発B率現キキ 本数 発現 本数 発率現 本数発現inoculated the fungi I seedJings I 本数 本数
previously Aネ B率*本 率

A 本 A* A ネ B 本格 A* B** 

ヒノキ 6 月 1 日 48 26 56.5 5 10.9 6 13.0 4 8.7 7 15.2 
Rhizoc・ 7 月 l 日 22 4.6 9 40.9 4 18.2 4.6 8 36.4 

Chamαecy- tonia sp. 8 月 l 日 31 2 6.5 19 61.3 2 6.5 。 。 9 29. 1 
paγis (AM・ 1 ) 

obtllsa 計 99 29 29.3 33 33. '3 5 5.1 24 24.2 

51 2.0 2.0 2 3.9 2'3 45.1 
Rlzizoc・ 7 月!日 23 2 8. 7 3 13.0 。 。 。 。 19 82.6 

tOl1ia sp. 8 月 l 日 36 4 11. 1 14 38.9 。 。 。 。 9 25.0 
(A 酌'1 -1)

カラマツ 110 18 16.4 0.9 2 1.8 51 46.4 

Larix 
Kaemρiferi 6 月 l 日 92 36 39.1 24 26.1 16 17.4 13 14.1 10 10.9 

FlIsariu11l 7 月!日 39 4 10.3 21 53.9 5 12.8 2 5.1 17 43.6 
sp. 8 月 l 日 54 8 14.8 28 51. 9 。 。 。 01 21 38.9 

(LK-I0) 
185 48 26.0 73 39.5 21 11. 4 15 8.1 48 26.0 

備考 同一切片から 2 種類以上の菌の発現をみたものは， Rhizoctonia , Fllsarium につし、てはそ

れぞれ 1 本に数え ， Altenzaria ， Pellicilli 1l11l その他と Rhizocionia ， Fusarillm が混在し

たときは Rhizocfonia ， Fllsariu仰をそれぞれ 1 本として数えた。

本 Numb巴r of s巴巴dling ， from which the fungus was isolated. 

料 Percentage of (A) by the number of diseased seedJings. 

権病首から発育を見た菌種1'"i.， カラマツ，ヒノキともに， Rhizocionia spp. , FIISarilllll spp. , Alternaria 

宮pp.， Penicillillm spp. および所属不明の糸状菌であった。

Rhizocionia spp. を接種したヒノキについてみると， 6 月は Rhizocfonia spp. 56.5% が最高である

が， 7-8 月に至って急に少なく 4.6-6.5% となり，接種してない Fusari11m spp. が 6 月の 10.99óか

ら 8 月の 61. 3% に増大した。

カラマヅでもほぼ同様な傾向を示した。
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E 室内試験不

1) 制限を黙にする木円11ii皮*が立ii'i病問の発育に及ぼす彩料

クヌギ，ナラ，マヅ等炭村の陣煩によって木1~I'ii夜の↑H1はそれぞれ兵なるものと芳えられるので，百H7

7ぞおよ乙 Fig.3 に示す 6 稀の木円11?夜をJl J い， これらの木i~丹波の Rhizoclonia sp. 1有の発育に対する影響

の老を比較試験し tc. o

すなわち平撚桝安県上における i有叢の発育の警によって判定したものである。

す:験方法

グリセリシ軒先壊(グリセリシ 20cc ， 庶tti 20g， 烈天 20g ， 列 7K 1. OOOcc) の[，1，1化l内前 50-60GC に

なるのを見計らって所定l止の各柿木内1111炭をi千 7111しパ培地 10cc に対し木|円I'áf記 0.3cc � ì 加，以卜これに準ん

ず)よく開伴してみとれぞれ平繋とし，あらかじめ用意した供試悶(グリセリシ用地 250C で 1 週間三円程培

長)から筏 3mm の円形コロニーを切りとってイノキユラムとし， ν ャレーの中央に移杭し， 250C の恒

漏出で 38間培長後の繁地を ìl判定したのこの!戊*ld主治 17 表および Fig.3 に示すハ

第 17 表 樹科別木円/'i?伐によるiLi'，'il丙 1~'4 の発育に及ぼす影科

Effect of every pyroligneous acid made from various trees 

on the growth of damping off fungi. 
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ヨ\3[ヨ悩科別木町á皮による立枯1，;ji'ßiの

発育に及ぼす影料:

Fig.3 Effect of every pyroligneous acid 

made from various trees on the 

growth of damping off fungi. 

i主 a: プナ， b: ザツ C :乙ノラカ、ン d: クヌギ

e ヰ、マガリダケ， f :アカマツ g: 標 i\f

a: Fagus Cl ωzata. b: Miscellaneous. 

c: Quercus myrsimaefolia. 

d: Quercus acuti ssi ma. 

巴: Sasa Kurilensis. 

f: Pi nus densifloγa. g: Control. 

木酷;夜討主加しない標準区でl 工 3 日目で， ν ャレー全ffil に成育したが，ブナ，雑， ν ラカ νの 3種の木

目/}r皮で;主，まったく発育を見なかった。これについでクヌギ，アカマツ，ネマガリダケの!慣に発育を阻止し，

不 供試木田町i夜ロ〉は，木炭研究室の杉浦扶2白から分譲されたもので本実験は同氏の指示によった。
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;β18 表 木附液の添加単による立枯病菌の発育に及ほす影料;

Effect of pyroligneous acid of various concentrations 

on the growth of damping off fungi. 

淡度(5'-6)
Concentration 3.0 I 2.5 1.5 4.0 3.5 2.0 

菌叢1主H!i':(問問)
Diameter of 

the mycerial 
colony 

12 26 I 47 67 

;1¥ 4 ¥'%¥ 本円I\ìl互の添加1 註による立hii病院1 の

:íË:育に及iます最b~~\~

Fig.4 Effect of pyroligneous acid of various 

concentrations on th巴 growth of damping 

off fungi. 

a: 4.0% , b: 3.5oó, c: 3.0"'0' 
d: 2.5タム e: 2.00占， f: 1. 5 '1づ，

日: 1. O?ó , h: 0.5 oó, 1-C照o準nt (Control) 
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その程度にはかなり顕著な差がありたの

各木目!?液の成分については，分析することができなかった。

2) 木陥液の添加量の立枯病菌の発育に及ぼす影響

培ー養j夜に対して 0.5-4.0 の 1111，各 0.5%ごとに 8 段階に分けて注加し，前と同じ方法で木酷液の濃度

の菌糸発育に及ぼす影響を比較した。供試菌は Rhi zoct oni a sp. で，用いた木酪j夜はクヌギ水門店液である。

この成績は第 18 表および Fig.4 に示す。

士ì:加量 4%では光すでに間 ll~. し， 3.59ó 以下では治干の発育が認められ， 0.5% では標準に比し，ほとん

ど、差がなかった。本結取は伊藤，紺谷氏らの実験結果的に比べると，だいたいその成績は一致したぐ

3) 木閉店液の各種一含有成分の立;枯病菌の発育に及ぼす影響

木酷液が立枯病の発育を阻止する原因が，木酷液中に含有するいかなる成分によるものかを探究するた

めに行った予備試験である。その方法は本液の含有成分のうち，酷酸，蟻酸，アセトン，メタノーノレ，固

形物等について従来の分析結果を基として，仮りの合成木酷液をつくり，これらの諸成分のうちそれぞれ

成分を除いた液をつくって，前記と同じ方法で培養基に 3%加え，菌を培養してその影響を見た。この経

成分は次のとおりで，成績は第 19 表および Fig.5 に示す。

酷酸 蟻重要 アセトン メタノーノレ 図形物

4.53 o. 20 0.50 o. 27 1. 44 

単位 g これらに蒸溜水を加えて全量を 100cc とした。
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第 19 茨 木円丹波の成分別による立枯病菌の発育に及ぼす影料

Effect of synthesized pyroligneous acid eliminated one component 

on the growth of damping off fungi. 
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第 20 表 木円11液の 1000 C における烹溜区分による立枯肉幽の発育に及ぼす影響

Effect of the distillized division of pyroligneous acid at 1000C 

on the growth of damping off fungi. 
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第 5 図木関液の成分別による立枯病菌の発育に及
ぼす影響

Fig.5 Effect of synthesized pyroligneous acid 
eliminated one component on the growth of 
damping off fungi. 

a: 酷酸を含まぬもの b: 蟻酸を含まぬもの c :ア
セトシを含まぬもの d: メタノーノレを含まぬもの
e: 蒸溜残澄を含まぬもの f :合成木酷液 g: クヌ
ギ木酷液 h: 標 準
a: Eliminated acetic acid , b: Eliminated formic 
acid , c: Eliminated acetone , d: Eliminated methaｭ
nol , e: Eliminated distilled residue , f: Syntheｭ
sized pyroligneous acid，宮: Native pyroligneous 
acid, h: Control. 
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第 61泊 木閉店液の 1000Cにおける烹溜区

分による立枯病菌の発育に及ぼす影響

Fig.6F 

Effect of the distilled division 

of pyroligneous acid at 100cC of 

the growth of damping off fungi. 

a: クヌギ木附液 b: 残溜分 c :溜分

d: 標準

a: Native pyroligneous acid , 
b: Residue , c: Distilled part 

d: Control. 
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~X~ 21 表 比 l宣別木陥液による立枯病菌の発育に及ぼす影響

Effect of pyroligneous acid of various specific densities on the growth 

of damping off fungi. 

比重
Specific density 

菌叢直径 (mm)
Diameter of the 
myceria1 co1ony 

民円
U 1, 016 標準

Contro1 田
辺
ハ
un

U

ヴf

nu 
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ぷ 7 図 比重別木酪液による立枯病菌の発育に

及ぼす影響

Fig. 7 Effect of pyroligneous acid of various 

specific densities on the growth of 

damping off fungi. 

a: 1, 008 b: 1, 010 c: 1, 012 d: 1, 016 
e: 1, 024 f: 標準 (Contro1)

この成績によると，阻止効果があるものは，酪酸だけであった。

つぎにクヌギ木防波の成分を， 1000C に至るまでの溜 1:11物と，残?留物とに分け，これらとクヌギ木酷液

原液の 3種について Ijíj記と同様グリセリシ培地に各 3%添加した平盤培養来上で比較を試みた。この結果

は第 20 表および Fig.6 に示す。

残溜分添加区にはlií糸の発育に対し，抑制作用はほとんどなく，溜出物添加区では，明らかに抑制作用

がみられた。

4) 比重を異にする水階液の立枯病菌の発育に及ほす影響

比重を異にした 5f長期のクヌギ木酪液(比重 1 ， 024 ， 1, 016 , 1, 012 , 1, 010 , 1 ， 008) について，その薬

効差を前記と同様にしてしらベた。この成績は第 21 表およ u: Fig.7 に示すとおりである。

これによると， 比重1， 008 では 3 日目の本菌の菌叢直径は 22mm ， 1 ， 010 では 7 mm , 1 ， 012 では

わずかに発育の痕跡を認め，これより高い 1 ， 016， 1 ， 024 では，まったく発育を見なかった。ただし標準

区の直径は 85mm でν ャレ一首l全般!こ生長した。々の処由は不明であるが同一木階液でも比重の大なる

ものほど薬効は大のようである。

摘 要

1. 本報は，闘場試験を主体とする昭和 27 年以降 30 年度までに，林試浅川分室付属元八王子苗畑お

よび長野営林署柏原苗畑，矢板営林署東原苗畑，東京営林局直営石占苗畑，栃木県々営瑞穂苗畑等で行った

針葉樹稚苗の立枯病防除試験の結果と，これと併行して立枯病菌に対する培養実験による木酷液の効果に

ついて行った予備試験の結果をとりまとめたものである。

2. 圃場試験はすべてラテン方格法により，カラマツ播種床を主体として，このほかアカマツ，ヒノキ，

スギ等についても行りた。さらにケヤキについて行った結果は本報に便宜あわせて報告した。
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3. 供用薬剤iは，木円:'á夜，硫酸，水銀製剤I]A の 3 種である。

4. 薬剤の効力比較試験の結果によれば，相当環境を異にした数カ所の苗畑でも，木磁波は供用薬斉1]中

では最も良好な成績を示した。

5. 木酷液の施用濃度試験では，以液区が最も成績良好であった。

6. 木酷液散布区における白木の生長は，単に本病防除完!J巣にとどまらず伸長生長も良好な傾向が見受

けられた。

7. 木酷液散布区はつねに雑草の先生も少ない傾向が見交けられた。

8. 木酪液散布区における土壌の酸度は 5~7 日後には大i本原土の pH に復帰することがわかった。

9. 木酪液の施用から橋同日までのIj\1には， 5~ 7 日の期Il UJをおくことが安全である。播樋当日および

3 日前の散布では発芽阻止の楽害を生ずるおそれがあるつ

10. 立枯病菌の種類の1I，'j 期的消長を分離試験によってしらべた結果では， 6~7月ごろまで Rhizoctonia

spp. で，その後には Fusarium spp. 菌が概して分離される傾向が認められた。

11. 立枯病菌に対する士育英実験による木間液の効果に!対する試験

1) 樹種別木目JI液によって立枯病菌に対する薬完!J差が言忍められた0

2) 木酷液の添加ーI訟を増すごとに薬効差を示した。

3) 木酷液の含有成分中内11酸l 主立枯病菌の発育ISillL ととくに関係あるもののようである士

4) 木酷液を蒸溜した場合 1000Cまでに流出したものの中には有効成分があるもののようである。

5) 比重を異にした木門店液にあっては，比重の大なるものが?巣立1)も大なるもののようである。
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付図説明

Plate 1-3. 

各種薬剤による立枯病防除試験

1. カラマツ(柏原苗畑)

A: 試験地 B: 木酷液散布区(5 f台液， 8 l/間三) C: 無散布区(標準)

2. A-D: スギ(元八王子苗畑) E-H: アカマツ( " ) 

3. A-D: ヒノキ( " ) E-H: ケヤキ( 。

A , E: 木附液散布区 (5 倍液， 8l/m") 

B , F: 硫酸散布区 (200倍液， 8l/m2) 

C , G: ワスプ/レシ散布区 (800倍液， 3.2l/m2) 

D, H: 無散布区(標準)

Plate 4. A-E 

木酷液の散布1I~f)切と発芽との関係(樹種カラマツ) , 
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A: 播種 5 臼前散布区

B: 播種 3 日前散布区

C: 播種前日散布区

D: 播種覆土後散布区

E: 無散布区(標準)

Plate 4. F~ J 

林業試験場研究報告第 96 号

濃度別木酪液の効力比較試験(元八王子苗畑)

F: 原液散布区 ( 81/m2) 

G: 5 f音液散布区 ( 1/ 

H: 10倍液散布区(

1 : 20倍液散布区 ( 1/ 

J :無散布区(標準)
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Experiments on the Control of Damping-off of Conifer Seedlings.::: (1) 

Effect of soil treatment with pyroligneous acid. 

Y皦a NOHARA and Yoshiyuki ZINNO 
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1) This paper deals with the results of laboratory experiments on toxicities of pyroli. 

gneous acid (wood vinegar) upon mycelial growth of damping.off fungi and the results of 

field experiments to control damping-off of conifer seedlings by chemicals at several 

nurseries which have different soil and climatic conditions in different districts. 

Chemicals used in field experiments were pyroligneous acid , sulphuric acid and 

uspulun. 

2) The following results were obtained in the laboratory experiments. 

a) Variance of pyroligneous acid , resulting from its parent materials made its 

fungitoxicity variable. 

b) Fungitoxicity of pyroligneous acid was promoted in response to the increase 

of percentage of it in agar media. 

c) It seemed that acetic acid in pyroligneous acid renders good service in fun. 

gitoxicity of pyrolign巴ous acid. 

d) It also seemed that toxic ingredients to the fungi in pyroligneous acid are 

mostly held in the part that can be separated by distilJation within the limits 

of 100oC. 

e) Neutralization of acidity caused the pyroligneous acid to lower its~fungitoxicity. 

f) pyroligneo田 acid that registered a high value of specific :gravity was more 

effective ~ against fungi than the material that had a small value. 

3) At field experim巴nts ， which w巴re carried out by the Latin square method , seedl. 

ings of Japanese larch (LaTix KaemρifeTi) were principally used as test plants. 

In addition Japanese red pine (Pi nus densiflora) , Japanese cypress (Chamaecyρaris 

obtusa) , Japanese cedar (CTYρtomeria jaρ01ll・ ca) and Japanese zelkova.tree (Zelkova seTｭ

Tatα) were used and the experimental results were as follows. 

a) At every nursery , pyroligneout acid showed the most desirable effects for the 

control of~damping-off among the test chemicals. 

b) At the experiments with various concentrations of pyroligneous acid , it was 

observed that the most desirable effect is obtained when the soil is treated 

with mother liquor. 

c) Pyroligneous acid was not only effective against damping-off but also stimula同

tive for the top growth of the seedlings. 

d) Pyroligneous acid suppressed the growth of weeds. 

e) Hydrogen司ion concentration of soil on which pyroligneous acid was poured 

went back to its original value after 5-7 days. 

f) It was brought to light that the treatment of pyrolign巴ous acid to the soil 

must be carried out at least 5 deys prior to sowing, as phytotoxicity of it 

was observed when poured just before or 3 days before the sowing. 
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g) Pyroligneous acid was somewhat phytotoxic when poured on the seedlings 

after germination at the concentration of 1/5 , but the extent of dam旦ge was 

quite variable dep巴nding on plant species. 

h) Rhizoclonia spp. was dominantly isolated during the days ending June or July , 

but Fusariu1河 spp. was so for successive days , when isolation of damping-off 

fungi was tried periodically from nursry soil untreat巴d.

Explanation of plates 

Plate 1-3. 

Effect of soil treatment with various chemecals for the control of damping off of 

seedlings. 

1. Larix Kaemρ>feri. (Kashiwabara nursery). 

A : Plots of testing. 

B : pyroligneous acicl (5 times clilutecl solution , 8 1 per rn2). 

C : ControJ. 

2. A-D: Cryρtonzeria jaρoni ca, (Motohachi�i nursery). 

E-H : PilluS densiflora , 

3. A-D : Chamaecyρω is obtusa, ( 

E-H : Zelkova serrata , ( げ) . 

A, E : Pyroligneous acicl (5 times clilutecl solution , 81 per m2). 

B , F : Sulphuric acicl (200 times cliluted solution , 81 per n2) . 

C, G : Uspulum (800 times dilutecl solution , 81 per 11l~) 

D, H : ControJ. 

Plate 4. A-E 

Relation betwe巴n the germination of Larix seecls ancl the time of spraying with pyro-

ligneous acicl, (Laηfx Kaemρ>feri) . 

A : Sprayecl 5 clays before sowing. 

B : Sprayecl 3 clays before sowing. 

C : Sprayecl 1 clay before sowing. 

D : Sprayed immediately after sowing. 

E : ControJ. 

Plate 4. F-J. 

Effect of pyroJigneous acicl at various concentrations for the control[ of clamping off 

of conifer seedlings , (Motohachi�i nursery). 

F : Mother liquor , (81 per m2). 

G : 5 times cliJutecl solution, (81 per nz2). 

H : 10 times clilutecl solution , (81 per m2). 

1 : 20 times clilutecl solution, (81 per m2). 

J : ControJ. 
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